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１．活動方針・目的 

市と協働して３Ｒ活動に取組み循環型社会の形成を図る（「もったいない」の心を次世

代につなぐ） 

２．活動内容 

リサイクルプラザ館を拠点としてリユース展示場を開設し、市民から提供を受けた不

要品を点検、修理を加え安価で市民に提供するリユース活動の他、会員が講師となり不

要品からつくる「もの作り教室」、環境教室の一環として小学４年生を対象に「子ども体

験教室」、「もったいない子どもポスター展」を実施、産業祭などのイベントにも出展し

ており、高い目的意識を持ち生き生きと活動している。 

３．他の活動団体の参考となる事例 

リユース展示場開設以来、リユース品として再利用された量は増え続け、平成２６年

には年間３９トンに及んでいるが、反面市民からのリユース品の提供について、まった

くリユース品として展示できない不良品の大型家具の引取の要求や持込などが増えた時

期があった。そのため引き取りする品に規制をかける情報発信をすることにより、最近

では、かなり解決してきた。 

リサイクルプラザ館が市中心から離れた焼却施設内に建てられており、交通手段が車

か本数の少ないバスのみのため、高齢者が訪れることが少なかったが、リユース展示場

の他に近鉄新田辺駅前の商店街にもリユース展示場を新に開設することによって、高齢

者にも活用され、商店街の活性化にも貢献している。 

小学４年生の焼却施設の見学では、体験学習として不要品でつくる「布ぞうり教室」

を実施している。本団体設立当初から小学４年生を対象に「もったいない」をテーマに

したポスター展を開催しており、環境教育の一助となっている。現在では市内全９校か

ら応募があり、将来を担う子ども達にごみの減量等について考えてもらう機会となって

いる。 

４．今後の課題等 

本団体設立準備から１０年が経過し、会員数は一定化しているが老齢化が進んでいる

ことから、現在の体制を継続していくことが課題である。 

来館者にリピーターが多く新たな来館者の開拓を考える。 

リユース品の売上げの使途を考える（これまでに焼却施設見学用の太陽光発電に市に

３００万円、東日本大震災復興に３５０万円の寄付）。 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


